
◆総合化事業の概要◆

津田宇水産株式会社は、昭和23年から網元漁師として創業し、春は
いかなごや鰆、夏は鯵や鯖、秋は鰯、冬は牡蠣養殖と1年を通して瀬
戸内の海で漁業を行っています。中でも冬に水揚げする牡蠣は、国内

販売だけでなく、中国、台湾、シンガポールなどへの輸出にも取り組んでいます。
令和元年５月末で認定を受けた総合化事業計画では、スーパージェット式トンネルフリーザー

を用いて冷凍した牡蠣を、国内外の実需者の利用形態に合わせ、殻付き、むき身、ハーフシェル
で販売するほか、牡蠣専門レストランを新設し、蒸し牡蠣や牡蠣フライなど各種の牡蠣料理を提
供するとしています。また、牡蠣の佃煮や牡蠣醤油など牡蠣加工品の製造販売にも取り組むこと
としています。

これらの取り組みを通じた地域での雇用の創出に加え、国が推進する農林水産物の輸出にも通
じる牡蠣の輸出拡大が期待されています。

※スーパージェット式トンネルフリーザー：コンベア上下に配置されたノズルよりジェット噴流を吹き付ける急速凍結システムで、短時間で冷却、凍結が可能。

令和元年5月28日「平成30年度食料・農業・農村の動向」及び「令和元年度食料・農業・農村
施策」が閣議決定され、白書を公表しました。
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総合化事業計画を認定しました

平成30年度食料・農業・農村白書を公表しました

平成30年度食料・農業・農村白書の概要

冒頭に特集を3テーマ設け、多発した自然災害の状況と講じた支
援の内容、復旧・復興に向けた動き等について記述しているほか、
現場実装が進むスマート農業や、障害者の活躍とともに農業の働き
手の確保にもつながる農福連携について、全国の様々な事例を交え
て紹介しています。

特集に続くトピックスでは、農産物・食品の輸出拡大や、規格・
認証制度等の活用、野生鳥獣のジビエとしての利用等について取り
上げ、その動向や施策等について記述しています。

本文および概要は http://www.maff.go.jp/j/wpaper/w_maff/h30/index.html

津田宇水産株式会社（たつの市）

（農林漁業の6次産業化）http://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/6jika.html



猪名川町で女性初の認定農業者になられた､Agriculture 
Houseおおにし代表の大西清美さんにお話を伺いました。

7年前から夫婦で黒大豆栽培を始め、「Agriculture 
Houseおおにし」を2年前に発足し、認定農業者にも認定
されました。

また同年娘が高校卒業と同時に就農し、現在家族3人で
経営しており、本年産の作付面積は2.5ha、丹波黒及びた
んくろうの枝豆、黒大豆を作付けし、これからも法人化の
検討を含め面積を拡大しようと考えています。ほかに、自
家製の「丹波黒大豆きな粉」、「丹波黒大豆黒豆茶」は、
猪名川町のふるさと納税返礼品等にもなっています。

農福連携として脱莢（だっきょう）した枝豆を障害者施設にお願いして洗浄･選別･出荷作業を
してもらったり、秋の枝豆収穫時の観光農園や、町内の幼稚園児を対象とした枝豆の収穫体験等
の食育活動、町の給食センターや豊能町の子
ども食堂への黒大豆の提供も行っています。

今年から本格的に作付けを始めた「たんく
ろう」は黒豆の早生品種で芳香と甘味があり、
今月の父の日向けに枝豆を花束にアレンジメ
ントして「道の駅いながわ」で販売予定です。

今後、娘と一緒に発足した「猪名川町農業
女子PJ」を通じて、ブログやインスタグラム
で日々の農作業等を情報発信し、猪名川町産
黒大豆・枝豆のブランド化に向け頑張ります。

道の駅「いながわ」は、平成12年11月に猪名川町に開
設された、県内では最も大阪寄りにある直売所で「農産物
販売センター」には、町内の農家で生産された各種野菜が
毎朝出荷されます。

猪名川町は、人口3万1千人の小さな町ですが、道の駅へ
の来客数は年間60万人を超え、近郊への新鮮な農産物の供
給源となっています。

中でも、町内の良質のクヌギの榾木に菌を植えて育てる
肉厚で食べ応えがある｢原木しいたけ｣は通年販売され、また｢黒豆の枝豆｣は丹波篠山地方と似た
気候を活かして生産され、最盛期を迎えると平日でも長い行列ができるほど人気の農産物です。

毎週月曜日と木曜日は生産者の有志が法被を着て「ふれあい隊」
として店内をまわり、農産物の解説や来客者からの質問に応じ、
生産者と消費者のコミュニケーションも大切にしています。

また、毎月イベントを開催しており、7月は「佐保姫まつり」
の予定です。400年前に悲恋で猪名川に身投げした佐保姫の涙で
潤って日照りで枯れることがない、と言い伝えられるほど町内に
はたくさんの支流が流れ、古くから天然の水と日当たりの良さで、
おいしい農産物が作られています。

「道の駅いながわ」へ足を運んでみませんか。

猪名川町産黒枝豆のブランド化に向けて！

名称：道の駅いながわ
所在地：兵庫県川辺郡猪名川町万善字竹添70番地1
電話番号：072-767-8600
営業時間：9:00~17:00（水曜定休）
駐車場：100台
ホームページ：http://www.eonet.ne.jp/~eki-inagawa/

② 道の駅 いながわ

ほだぎ

娘さん（写真左）と一緒に

観光農園の看板娘。
除草もしてくれて
大助かりです♪



養父市で繁殖牛を育てながら、自家製天然酵母を使っ
てパンを焼いている「手づくりパン工房こうめや」の
大封香代子さんにお話を伺いました。

夫の留学を機にヨーロッパの農村の暮らしに触れて、
牛を飼い野菜を作り加工食品も自家製にこだわる、明る
く楽しい農家生活を実現したいとの夢がふくらみ、但馬
牛を飼いたい夫と、平成10年に憧れの但馬（養父市）に
移り住みました。

現在、2か所の牧場で但馬牛75頭を飼養し、但馬農業
高校卒業の女性を含め、3人の女性を雇用しています。

また、趣味でパン作りをしていましたが、牧場の経営
をするなかで、生産者の顔がわかるような安心な原料による食品製造の大切さに気付いたことも
あり、平成15年9月に「手づくりパン工房こうめや」を開業。

自家製天然酵母に、地元の食材と国産小麦100％を合わせたパン作りを始めました。
平成22年には「第1期ひょうご農業MBA塾」を受講し、同塾同期の但馬の稲作生産者と「ひょ

うご農商工連携ファンド」を活用し、コウノトリを育む農法で栽培したコシヒカリを炊いたご飯
と国産小麦を原料とした「こめっとパン」を商品化。
｢こめっとパン｣はアグリフードEXPOに出展したことをきっ
かけに、豊岡市のホテルの朝食に採用されることにもなりま
した。

また、養父市女性農業者グループ「七つぶの種」、生活研
究グループ「わくわく食農くらぶ」、養父市女性農業者ネッ
トワーク「てんこもり母ちゃんの会」の運営など、活動の幅
は年々広がっています。

今後は、手作りのパンに三線を抱えて、音楽ユニット
「KOUME+｣（コウメプラス）と人を飽きさせないトーク力
で、兵庫県内をはじめ各地で精力的に活動し、地域の担い手
を育てる人材育成と地域活性化をめざしています。

だいふう

「2019年度 農薬危害防止運動」実施中！

農林水産省は、農薬取締法、毒物及び劇物取締法等に基づいた、農薬の適正な取扱
いについて関係者を指導しています。

農薬の使用に伴う事故や被害、人や家畜への危害を防止するため、厚生労働省、環
境省等と共同で、農薬の安全かつ適正な使用や保管管理、環境への影響に配慮した農
薬の使用等を推進する「農薬危害防止運動」を6月から8月にかけて実施中です。

OK！

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/syouan/nouyaku/190423.html

●●●｜事故･被害を未然に防ぐための農薬使用時の注意点｜●●●

周囲の方への配慮 土壌燻蒸材の安全使用 農薬ラベル確認の徹底 容器の移し替え厳禁

しゃべって歌うパン屋さん♪
～ パン作りを通し、地域活性化と後継者育成を！ ～



2019年10月１日に消費税
率が10％に引上げられるこ
とに伴い、低所得者の負担を
軽減するため飲食料品と新聞
に対する軽減税率（８％）制
度が実施され、2023年10月
から適格請求書等保存方式
（インボイス制度）が導入さ
れます。

これには、飲食料品の取扱
い（売上）がない場合や免税
事業者も対応が必要となる場
合があります。軽減税率制度
の実施に向けて計画的な準備
をお願いします。

梅雨の語源は、梅の実が熟す頃だから、湿度が高くカビが生えやすいことを「黴雨（ばいう）」と呼ばれること
から転じた、この時期「毎」日雨が降ることから「梅」の字が当てられたなど諸説あるようです。

また、梅雨時期の雨のように、物事がだらだらと長く続くことを「五月雨式」と言われるようになったとも。ち
なみに、近畿地方の梅雨入りの平均は6月7日頃で、昨年は6月5日頃。適雨は農作物には必要であるものの、昨年
のような大きな被害をもたらすような豪雨が来ないことを願います。 H.T

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.06

2019年10月1日から消費税の軽減税率制度が実施されます
～ 軽減税率制度は全ての事業者の方に関係があります！ ～

Ｇ20大阪サミット開催に伴い交通混雑緩和にご協力を！

Ｇ20大阪サミット開催に伴い、令和元年6月27日から30日にかけて、
大阪市内や空港周辺を中心に、交通規制等に伴う混雑が予想されます。

混雑緩和のため「公共交通機関の利用」「マイカー利用の自粛」「事
業用車両の運行調整」等について、ご理解とご協力をお願いいたします。

交通規制等に関する詳しい情報は https://g20.org/jp/

軽減税率制度実施スケジュール

軽減税率（8％適用）の対象品目
まず、免税事業者の方も含めて、自分の取り扱う農産物等が軽減税率の対象かどうか知ることが重要です。

軽減税率の対象は「飲食料品（酒類及び外食を除く）」と「定期購読契約が締結された週2回以上発行される新聞」です。

軽減税率（8％適用） 標準税率（10％適用）
●米 ●酒米 ●野菜 ●果物
●花（食用） ●製菓材料の種子 ●食肉
●農家レストランの「持ち帰り弁当」

●送料（農産物価格に含まれている場合）
●包装代（農産物価格に含まれている場合）
●いちご狩りで採ったいちごを土産用に販売

●飼料用米 ●種もみ ●日本酒
●花（観賞用） ●栽培用の種子 ●苗木
●肉用牛などの生きた家畜
●農家レストラン内での飲食（外食）
●ケータリング（相手方が指定した場所において

行う役務を伴う飲食料品の提供）
●送料（農産物と別に請求する場合）
●包装代（農産物と別に請求する場合）
●いちご狩りの入園料 ●販売等手数料

軽減税率の対象の飲食料品は、人の飲用または食用に供されるもの（食品表示法に規定する食品）です。

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/keiei/tyosei/keigen.html


